
ハロウィンのいわれ 

 

毎年
まいとし

10月
がつ

31日
にち

といえば、ハロウィンです。ハロウィンは、アメリカ

で始まった
は じ ま っ た

といわれているもので、日本
に ほ ん

でいう「お盆
お ぼ ん

」のようなもの

です。 

 

ハロウィンの日
ひ

は死者
し し ゃ

の霊
れい

がよみがえります。             

しかし、悪い
わ る い

霊
れい

も一緒
いっしょ

に出て
で て

きてしまいます。 

その悪い
わ る い

霊
れい

から身
み

を守る
ま も る

ために、仮面
か め ん

をかぶったり、焚火
た き び

をしたと

いうのが始まり
は じ ま り

です。 

 

子ども
こ ど も

たちはあめがもらえるため、衣装
いしょう

を着て
き て

、「トリックオアトリ

ート！」と言いながら
い い な が ら

、近所
きんじょ

を回ります
ま わ り ま す

。 

近所
きんじょ

の人
ひと

は、子ども
こ ど も

たちにキャンディーをあげます。 

 

「トリックオアトリート！」の意味
い み

は「お菓子
お か し

くれなきゃいたずら

するぞ～！」です。 

Halloween is a celebration on the night of October 31st. It is 

similar to Obon in Japan. 

 

On the day of Halloween, the spirit of the dead is raised.  

However there are the bad spirits come out together.  

That's why it is the beginning of wearing masks, making a fire to 

protect from those bad spirits. 

 

Children wear costumes and go to people's homes saying "Trick or 

Treat!" to ask for candies.                           

 And people give some candies to children. 

 

"Trick or Treat!" means "Give me a treat, or I will play a trick on 

you!" 

 

 


